
南三陸 マリンレジャー
BLUE CANVAS

初

めて
でも楽しめる！

（1）第349号 発行　令和5年5月1日

3 4 9

会長　佐 藤　　 浩
株式会社セイトウ社

発行責任者
印 刷 所

発 行 所

URL.https://www.miyagi-fsci.or.jp/

●令和４年度臨時総会 ・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・（2）

●商工会長会議•県議会議員との懇談会 ・・・・・・・・（2）

●経営発達支援計画等認定状況 ・ ・・・・・・・ ・・・・・・（2）

●地域課題解決型ビジネス支援事業 ・ ・・・・・ ・・・・（3）

●元気な事業所紹介 ・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・（4）

●宮城県よろず支援拠点からのお知らせ ・ ・・・ ・・（5）

●新規輸出1万者支援プログラムのご案内 ・ ・・ ・（6）

●持続化補助金のご案内 ・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・（6）

●商工会職員人事異動のお知らせ ・ ・・・・・・ ・・・・・（7）

●青年部•女性部コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（8）

1971年（昭和46年） 9月、先代である父が旧志津川町にて創業。以来、船外機の販売、漁に必要となる漁
具の製作など、地元水産業の発展を支える重要な役割を担ってきた。東日本大震災により甚大な被害を被っ
たが、現在はたくさんの人に南三陸の海にふれあう機会を提供するため、新たな取組みにチャレンジしてい
る。
	 （詳細は 4ページ）

元気な事業所紹介 株式会社佐藤鉄工所（南三陸商工会）



第349号（2）発行　令和5年5月1日

去
る
二
月
二
十
八
日
、
ホ
テ
ル

白
萩
に
て
、
県
下
商
工
会
長
等
三

十
三
名
が
参
加
の
も
と
商
工
会
長

会
議
・
同
セ
ミ
ナ
ー
及
び
県
議
会

議
員
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。商

工
会
長
会
議
で
は
、
①
令
和

五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
骨
子
、

②
市
町
村
に
対
す
る
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例

制
定
に
向
け
た
要
望
状
況
、
③
令

和
四
年
度
商
工
会
等
職
員
の
定
数

管
理
の
状
況
、
④
同
一
労
働
・
同

一
賃
金
（
再
雇
用
職
員
）
及
び
定

年
引
き
上
げ
へ
の
方
向
性
、
⑤
商

工
会
事
務
セ
ン
タ
ー
み
や
ぎ
設
置

に
係
る
分
担
金
の
額
等
（
案
）
の

五
議
題
に
つ
い
て
審
議
と
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
、
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー

地
域
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

地
域
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
強
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

支
援
強
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

―
商
工
会
長
会
議
・
同
セ
ミ
ナ
ー
及
び
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
―

―
商
工
会
長
会
議
・
同
セ
ミ
ナ
ー
及
び
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
―

と
併
せ
て
開
催
し
た
県
議
会
議
員

と
の
懇
談
会
に
は
、
宮
城
県
議
会

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
商
工
議

員
連
盟
の
先
生
方
三
十
一
名
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

佐
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
商
工
議
員

連
盟
髙
橋
伸
二
会
長
、
来
賓
と
し

て
出
席
い
た
だ
い
た
宮
城
県
議
会

菊
地
恵
一
議
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご

挨
拶
を
頂
い
た
後
、
セ
ミ
ナ
ー
及

び
懇
談
会
に
入
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
商
工
会

連
合
会
の
後
藤
準
常
務
理
事
を
講

師
に
迎
え
「
商
工
会
を
取
巻
く
環

境
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
が
行
わ
れ
、
中
小
企
業

政
策
の
変
遷
や
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
課
題
を
克

服
し
て
い
く
た
め
の
対
策
、ま
た
、

全
国
商
工
会
連
合
会
が
国
に
要
望

し
た
生
産
性
革
命
推
進
事
業
の
継

続
や
商
工
会
の
支
援
体
制
強
化
が

実
現
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
佐
藤
会
長

を
座
長
に
懇
談
会
に
入
り
、
県
議

会
議
員
の
先
生
方
と
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
懇

談
会
と
な
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
支
援
等

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
支
援
等

令
和
五
年
度
事
業
計
画
を
承
認

令
和
五
年
度
事
業
計
画
を
承
認

︱
令
和
四
年
度
臨
時
総
会
︱

︱
令
和
四
年
度
臨
時
総
会
︱

変
化
へ
の
対
応
強
化
な
ど
、
七
項

目
の
重
点
項
目
を
掲
げ
た
事
業
計

画
案
が
承
認
さ
れ
た
。

尚
、
本
総
会
で
提
出
さ
れ
た
七

議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

●
令
和
五
年
度事

業
計
画
重
点
事
業

一　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
中
小
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
伴
走
型
支
援
の
強
化

二　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
の
推
進
と
災
害
復
興
へ

の
継
続
的
支
援

三　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
環
境
整
備
の
推
進

四　

商
工
会
支
援
機
能
の
強
化

と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

五　

人
財
育
成
の
推
進

六　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

販
路
開
拓
の
支
援
と
地
域

経
済
活
性
化
の
推
進

七　

意
見
活
動
の
積
極
的
展
開

令
和
四
年
度
本
会
臨
時
総
会
が

三
月
二
十
四
日
ホ
テ
ル
白
萩
で
開

催
さ
れ
た
。

佐
藤
会
長
は
、
開
会
に
あ
た
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
に
加
え
、
原
材
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
急
激
な

円
安
等
に
起
因
す
る
物
価
高
に
よ

り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
五
年
度
に
お

い
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け

た
個
社
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
に
必
要
な
経
営
計
画
の
策
定
を

伴
走
型
で
支
援
す
る
経
営
発
達
支

援
事
業
や
、
自
然
災
害
等
事
業
継

続
リ
ス
ク
へ
の
事
前
対
策
と
早
期

復
旧
を
支
援
す
る
事
業
継
続
力
強

化
支
援
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
栗
駒
鴬
沢
商

工
会　

阿
部
庸
会
長
を
選
出
し
議

事
に
入
り
、
第
二
号
議
案
の
令
和

五
年
度
事
業
計
画
で
は
、
昨
年
度

に
続
き
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

伴
走
型
支
援
の
強
化
」
を
最
重
点

項
目
と
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

策
定
支
援
や
、
十
月
に
導
入
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
事
業
環
境

挨拶する佐藤会長

平成26年度に制定された改正小規模支援法に基づき、小
規模事業者の事業の持続的発展を支援するため、経営計画
の策定やその着実な実施、販路開拓の取組等に対し、事業
者に寄り添って支援するための経営発達支援計画を市町村
と共同で策定し、国が認定・公表することになっております。
3月18日公表の第10回認定では、13商工会が認定されま

した。
認定された商工会

岩沼市、角田市、蔵王町、村田町、柴田町、亘理山元、
利府松島、玉造、大崎、栗原南部、栗駒鶯沢、登米中央、女川町
（玉造、大崎両商工会は、古川商工会議所との共同申請）

商工会が、地域の防災を担う関係市町村と連携し、小規
模事業者の自然災害等への事前の備えや事後のいち早い復
旧等を支援するため計画を作成し、県知事が認定する制度
であり、令和 4年度は 3商工会が認定されました。

認定された商工会
角田市、くろかわ、南三陸

商工会「経営発達支援計画」認定状況
13商工会が認定されました！

商工会「事業継続力強化支援計画」認定状況
3商工会が認定されました！
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登
米
市
は
、
ほ
ぼ
平
野
地
で
広

大
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
お

り
、宮
城
米
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」「
ひ

と
め
ぼ
れ
」の
主
産
地
で
あ
る
他
、

野
菜
で
は
、
に
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ト
マ
ト
、
大
豆
、
い
ち
ご
な
ど
が

多
く
生
産
さ
れ
農
業
が
基
幹
産
業

と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ

ン
ド
牛
で
あ
る
「
仙
台
牛
」
の
約

四
割
を
出
荷
し
て
お
り
、
県
内
最

大
規
模
の
肉
用
牛
の
生
産
地
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
東
北
を

代
表
す
る
食
料
地
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
業
者
に
よ
る
加
工
・
販

売
へ
の
取
り
組
み
や
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
六
次
産
業

化
へ
の
育
成
な
ど
、
そ
の
特
徴
を

活
か
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
新
た
な

交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
開
発
の
た
め
、
農
業
関
連

の
地
域
資
源
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
農
業
者
と
の
交
流
、
農
業
体

験
、
農
産
物
の
収
穫
・
加
工
な
ど

観
光
資
源
と
な
り
う
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
観
光
客
の
需
要
調
査

や
提
供
す
る
事
業
者
の
意
向
調
査

を
行
い
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討
し
ま
し

た
。ま

ず
、
登
米
市
の
魅
力
に
つ
い

て
、農
業
体
験（
収
穫
・
作
業
体
験
）

を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

消
費
者
が
求
め
る
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
た
「
子
育

て
世
代
」、「
シ
ニ
ア
世
代
」
の
農

業
体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
当
初
、

想
定
し
て
い
た
よ
り
も
低
い
も
の

で
し
た
が
、
収
穫
物
の
調
理
体
験

や
加
工
体
験
に
は
、
食
育
の
観
点

か
ら
も
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
作
業
を
行
う
際
の
安

全
対
策
や
衛
生
管
理
へ
の
対
応

等
、
農
場
側
の
受
け
入
れ
態
勢
の

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
取
り
組
む
う
え
で
の
課
題

が
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、農
業
者
、行
政
、Ｊ
Ａ
、

登
米
市
観
光
物
産
協
会
、
道
の
駅

等
と
連
携
し
た
組
織
づ
く
り
が
必

要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
組

織
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
農
業
者
と
の
交

流
以
外
に
も
農
産
品
・
農
産
加
工

品
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
来
訪
者
と
繋

が
る
方
策
や
Ｅ
Ｃ（
電
子
商
取
引
）

サ
イ
ト
の
取
り
組
み
等
、
商
工
会

と
し
て
実
現
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
泉
区
役
所
が

二
〇
二
五
年
利
用
開
始
を
目
標
に

庁
舎
建
替
え
等
の
施
設
整
備
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機

会
に
泉
中
央
駅
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
地
元
商
工
業
者
の

意
見
を
集
約
す
る
た
め
「
泉
中
央

駅
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
泉
区
役
所
・
泉

中
央
駅
前
商
業
地
域
・
七
北
田
公

園
等
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
発
展
と
地
域
活
性
化
策

に
関
し
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
意
見
集
約
を
通

し
「
地
域
特
性
」
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
地
域
特
性
に
基
づ
く

「
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
」
や
泉
中
央
地
区
の
活
性
化

に
不
可
欠
な
「
課
題
解
決
策
」
を

検
討
し
た
こ
と
は
、
地
元
商
工
業

者
の
意
識
の
高
揚
に
よ
る
個
店
経

営
の
活
性
化
な
ど
、
地
域
経
済
の

振
興
に
結
び
付
く
大
き
な
成
果
で

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

方
策
と
し
て
地
元
商
工
業
者
の
意

見
を
取
り
纏
め
た
「
泉
中
央
駅
前

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
要
望
書
」

を
令
和
四
年
十
月
十
三
日
に
仙
台

市
へ
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
仙
台
市
と
泉
区
の
商

工
業
者
及
び
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
都

市
型
観
光
事
業
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
土
台
と
し
た
経
済
効
果
の
獲
得

を
目
標
に
、
委
員
会
で
検
討
し
た

「
将
来
あ
る
べ
き
泉
中
央
駅
前
地

域
づ
く
り
全
体
構
想
」
を
泉
区
役

所
建
替
基
本
計
画
に
反
映
し
て
頂

け
る
よ
う
仙
台
市
へ
の
要
望
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
構
想

を
推
進
す
る
た
め
に
地
元
商
工
業

者
の
意
識
の
高
揚
と
仙
台
市
と
連

携
し
た
運
営
体
制
の
確
立
に
つ
い

て
更
な
る
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

仙
台
市
泉
区
は
、
都
会
的
な
利

便
性
や
文
化
性
、
ま
た
豊
か
な
自

然
環
境
と
良
好
な
生
活
環
境
に
よ

り
、
住
宅
開
発
が
進
み
人
口
増
加

が
続
い
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年

以
降
、
少
子
高
齢
化
等
に
伴
う
自

然
減
が
年
々
拡
大
し
、
市
内
五
区

で
最
も
早
く
人
口
減
少
に
転
じ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。加
え
て
、

東
北
学
院
大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
が

令
和
五
年
四
月
に
五
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
集
約
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
若

者
の
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
経
済

へ
の
大
き
な
打
撃
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
四
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

泉
中
央
駅
前
の
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
要
望
活
動
を
実
施

―
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
―

新たな観光ビジネス開発を研究・検討

要望した泉中央駅前地域づくり構想の一部

令
和
四
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
検
討

―
登
米
み
な
み
商
工
会
―
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【
事
業
所
の
概
要
】

昭
和
四
十
六
年
九
月
、
先
代
で

あ
る
父
が
旧
志
津
川
町
に
て
創

業
。
以
来
、
船
外
機
の
販
売
、
漁

に
必
要
と
な
る
漁
具
の
製
作
な

ど
、
地
元
水
産
業
の
発
展
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。東

日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
被
っ
た
も
の
の
、
早
期
に

事
業
を
復
旧
さ
せ
、
地
元
水
産
業

の
復
興
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
】

昨
今
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
よ
り
、
主
要
顧
客
で
あ

る
漁
業
者
か
ら
の
受
注
も
減
少
し

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
か
ら
、
新
規

事
業
展
開
に
よ
り
経
営
状
況
の
回

復
を
図
る
べ
く
、
弊
社
で
は
、
南

三
陸
の
海
を
満
喫
で
き
る
新
サ
ー

ビ
ス
（
周
遊
ク
ル
ー
ズ
船
、
レ
ン

タ
ル
ボ
ー
ト
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

体
験
・
レ
ク
チ
ャ
ー
事
業
）
の
提

供
を
目
的
と
し
た
事
業
再
構
築
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
事
業

再
構
築
補
助
金
を
活
用
し
、
新
事

業
に
必
要
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
受

付
待
合
事
務
所
の
新
築
、
海
中
の

様
子
を
撮
影
す
る
水
中
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
、
さ
ら
に
新
サ
ー
ビ
ス
専

用
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

昨
年
五
月
の
補
助
事
業
完
了
後

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
約
一
年
間
に
わ
た
り
モ
ニ

タ
ー
を
対
象
と
し
た
新
サ
ー
ビ
ス

の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
努

め
、
様
々
な
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
及
び
事
故
防
止
の
対
策
検

討
に
注
力
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
こ
の
五
月

に
い
よ
い
よ
周
遊
ク
ル
ー
ズ
船
、

レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
事
業
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

【
事
業
計
画
の
策
定
と
商
工
会
と

の
関
わ
り
】

事
業
再
構
築
補
助
金
の
申
請
に

あ
た
っ
て
は
、
商
工
会
や
商
工
会

連
合
会
に
事
業
計
画
の
策
定
を
支

援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
助

金
の
採
択
後
も
交
付
申
請
・
実
績

報
告
の
手
続
き
に
は
大
変
苦
慮
し

ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
商
工
会

経
営
指
導
員
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
た
こ
と
で
、
無
事
に
補
助

事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

ま
ず
は
周
遊
ク
ル
ー
ズ
船
・
レ

ン
タ
ル
ボ
ー
ト
事
業
の
み
の
オ
ー

プ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
準
備
が
整

い
次
第
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
体

験
・
レ
ク
チ
ャ
ー
事
業
も
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
新
事
業
を
通

じ
て
た
く
さ
ん
の
人
に
海
に
ふ
れ

あ
う
機
会
を
提
供
し
、
海
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
元
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
未

来
の
子
供
た
ち
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま

す
。

船の出発前には安全のための説明を行う

周遊クルーズ船で南三陸の海を満喫

元気な事業所紹介

「町に元気を！海と人とを繋ぐマリン交流スペース創出事業」
株式会社佐藤鉄工所　代表取締役　佐藤　憲一　氏　　　　　　
住　所：本吉郡南三陸町志津川字旭ケ浦11-1
ＴＥＬ：0226-46-3155　FAX：0226-46-4181
ＵＲＬ：https://bluecanvas-marine.com/
Instagram：https://www.instagram.com/bluecanvas_official/

は商工会会員様のための新しい法人カードです！【JCB 商工会ビジネスプラスカード】
＜詳細＆入会会 UURRLL＞＞https://www.jcb.co.jp/corporate/houjin/shokokai_tk.html

＜詳細＆入会 QR＞■新規入会でもれなくキャッシュバック（昨年度より増額中！）

一般：５，０００円 ゴールド：１０，０００円 プラチナ：１５，０００円
■毎月のキャッシュバックで経費削減！

交通費・出張旅費・通信費のご利用分の最大３%を毎月キャッシュバック

■サイバーリスク保険付帯で商工会会員様のサイバーリスクをサポート！

■ETC カード年会費が無料！

※その他おトクな特典は、詳細にてご確認ください。

Webサイト Instagram

住　所：本吉郡南三陸町志津川字旭ケ浦11-1
ＴＥＬ：0226-46-3155　FAX：0226-46-4181
ＵＲＬ：https://bluecanvas-marine.com/
Instagram：https://www.instagram.com/bluecanvas_official/
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●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

経営のお悩み解決します。
あなたのチャレンジ、本気でカタチにしてみませんか？
宮城県内全域から年間3,800件もの経営相談を受け、63%の方が売上アップや経営改善などの具
体的な成果があったと回答。相談者の90%が相談対応に「満足した」と回答する経営相談所、それが「宮
城県よろず支援拠点」です。しかも、無料で何度でもご相談頂けます。
宮城県よろず支援拠点チーフコーディネーターの佐藤創（さとう　そう）です。令和５年度、エ
ネルギーや原材料価格の高騰、コロナ禍や人手不足など、引き続き経営環境は厳しい状況が続いてお
ります。そんな中でも、当拠点のご相談の８割は、「もっと売り上げを拡大したい」、「新しい商品を
開発したい」などの前向きな取り組みでご相談頂いています。特に、オンラインが当たり前の日常に
なったことを受け、オンラインでのサービス展開で売上アップを試みる事業者さまも多くいらっしゃ
います。こうしたITを活用したDXで、新たな事業展開と生産性向上を模索してまいりましょう！
当拠点は、モヤッとした経営の疑問から、専門的な課題解決まで、複数の専門家がチーム一体と
なり経営をサポートさせて頂きます。経営に関する事であればどんなささいなことでもお気軽にご相
談下さい。
お近くの商工会さんに「よろず支援拠点に相談してみたい」と、お声がけ頂けますと幸いです！
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販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

『小規模事業者持続化補助金』をおススメします！
持続化補助金とは？

小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な

経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓や

生産性向上の取組を支援する制度です。

〇対象経費 ： チラシ作成、広告掲載、店舗改装、新商品開発など

〇補助率・補助上限額

①通常枠 補助率２/３ 補助上限額 50 万円

②賃金引上げ枠
補助率２/３ 補助上限額 200 万円
（赤字事業者は補助率３/４）

③卒業枠・後継者支援枠・
創業枠

補助率２/３ 補助上限額 200 万円

④インボイス特例
上記の①②③の各申請枠に
補助上限額 50 万円を上乗せ

〇公募締切 ： 【第１２回】 令和 5 年 6 月 1 日（木）
【第１３回】 令和 5 年 9 月 7 日（木）

＊補助金申請・経営計画策定に

関するご相談は最寄りの商工会へ

がんばろう！

宮城の小規模事業者！

新規輸出１万者支援
プログラム始動

事業者 のみなさま

新たに輸出に乗り出すみなさまを
後押しする支援策をご提案します。

円安をチャンスに
輸出を始めませんか？

ジェトロ専門家から折り返し連絡して個別に
カウンセリングいたします。

まずはこちらのポータルサイトでご登録ください。
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商工会職員の人事異動のお知らせ

４月１日付で次の職員が異動になりました。新勤務地においても会員皆様のご指導ご支援をお願いいたします。

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
名 取 市 副 参 事 経営指導員 渡　邊　弘　明 みやぎ仙台

主 査 経営指導員 髙　橋　雄太郎 東 松 島 市
主 事 事 務 職 員 山　口　健　太 柴 田 町

岩 沼 市 主 事 事 務 職 員 髙　橋　　　淳 みやぎ仙台
角 田 市 主 幹 経営指導員 加　賀　　　英 大 河 原 町
丸 森 町 主 査 経営指導員 大　柳　秀　暁 多賀城・七ヶ浜
蔵 王 町 主 事 事 務 職 員 齊　藤　双　葉 新 規 採 用
七 ヶ 宿 町 主 幹 経営指導員 羽　賀　謙　二 角 田 市

主任主査 事 務 職 員 大　庭　ゆかり 亘 理 山 元
大 河 原 町 主 査 経営指導員 昆　野　頑　史 蔵 王 町
村 田 町 主 事 事 務 職 員 広　島　悠　生 新 規 採 用
柴 田 町 副 参 事 経営指導員 小　嶋　　　誠 名 取 市
川 崎 町 主 幹 経営指導員 羽　賀　晶　子 亘 理 山 元

主任主査 事 務 職 員 秋　山　祐　美 岩 沼 市
亘 理 山 元 参 事 事 務 局 長 櫻　井　昭　市 連 合 会

主 査 経営指導員 後　藤　翔　矢 多賀城・七ヶ浜
主 事 事 務 職 員 石　川　南　美 登 米 中 央

みやぎ仙台 主 査 経営指導員 佐　藤　哲　二 加 美
主 査 経営指導員 西　村　健　人 連 合 会
主 査 経営指導員 三　浦　航　汰 本 吉 唐 桑
主 事 事 務 職 員 遠　藤　虹　翔 村 田 町

多賀城・七ヶ浜 参 事 事 務 局 長 瀬　戸　茂　光 く ろ か わ
主 査 経営指導員 三　浦　健太郎 丸 森 町
主 事 事 務 職 員 山　田　達　也 亘 理 山 元
主 事 事 務 職 員 内　海　直　哉 新 規 採 用

利 府 松 島 主 査 経営指導員 吉　田　拓　也 大 崎
主 事 事 務 職 員 鈴　木　実　夢 新 規 採 用

く ろ か わ 参 事 事 務 局 長 中　川　和　弘 多賀城・七ヶ浜
主任主査 経営指導員 鈴　木　一　江 大 崎
主 査 経営指導員 猪　股　怜　央 く ろ か わ
主 事 事 務 職 員 松　井　順　正 新 規 採 用

加 美 主 査 経営指導員 早　坂　　　学 玉 造
主 事 事 務 職 員 齊　藤　早　紀 新 規 採 用

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
玉 造 副 参 事 経営指導員 梁　川　拓　美 東 松 島 市

主 事 事 務 職 員 菊　池　翔　大 新 規 採 用
大 崎 参 事 事 務 局 長 佐　藤　明　妙 栗 駒 鶯 沢

主 査 経営指導員 高　橋　隆　浩 大 崎
シニア指導員 経営指導員 高　橋　　　幸 大 崎
主 事 事 務 職 員 菅　原　徹　也 一 迫 花 山
主 事 事 務 職 員 魚　山　久瑠美 新 規 採 用

遠 田 参 事 事 務 局 長 菊　田　　　慶 玉 造
主 事 事 務 職 員 三　浦　和　晃 加 美
主 事 事 務 職 員 遠　藤　彩　渚 新 規 採 用

栗 原 南 部 主任主査 経営指導員 櫻　　　和　宏 河 南 桃 生
若 柳 金 成 シニア支援員 事 務 職 員 軽　部　賢　治 若 柳 金 成
栗 駒 鶯 沢 参 事 事 務 局 長 千　葉　雅　祥 栗 駒 鶯 沢

主 査 経営指導員 佐々木　　　熙 連 合 会
登 米 中 央 主 幹 経営指導員 木　村　拓　栄 栗 原 南 部

主 事 事 務 職 員 小田嶋　涼　夏 新 規 採 用
登米みなみ 主 事 事 務 職 員 川　村　なつみ 新 規 採 用
東 松 島 市 副 参 事 経営指導員 茂　木　　　辰 石巻市牡鹿稲井

主 事 事 務 職 員 岡　崎　真　綾 新 規 採 用
石巻かほく 主任主査 事 務 職 員 庄　司　由　里 利 府 松 島

主 事 事 務 職 員 狩　野　　　恵 新 規 採 用
河 南 桃 生 主任主査 経営指導員 佐　藤　祐　太 登 米 中 央

主 事 事 務 職 員 冨　樫　桜　夏 新 規 採 用
石巻市牡鹿稲井 参 事 経営指導員 相　澤　義　広 遠 田

主 査 事 務 職 員 土　佐　菜　摘 多賀城・七ヶ浜
主 事 事 務 職 員 鈴　木　悠　生 新 規 採 用

本 吉 唐 桑 主 事 事 務 職 員 我　妻　謙　伍 新 規 採 用
連 合 会 副 参 事 経営指導員（SL） 三　好　啓　介 みやぎ仙台

副 参 事 経営指導員 佐　藤　央　志 く ろ か わ
主 査 経営指導員 松　谷　ふ　み 中小企業大学校仙台校
主 事 経営指導員研修生 鹿　野　雄　聖 新 規 採 用

（中小企業大学校仙台校派遣） 主 幹 経営指導員 餅　　　祐　輝 連 合 会

人材確保・再就職・出向をサポート

宮城事務所

〒980-0014　仙台市青葉区本町1-1-1　大樹生命仙台本町ビル9階
TEL 022-726-1826　　FAX 022-216-7700

産業雇用

約５００人のコンサルタントが全国対応。利用料・紹介料無料
産業雇用安定センターとは

人材を送り出す企業と人材を受け入れる企業との間で様々な
人材マッチングを支援している公的機関です。

サービスのラインナップ

1 人材育成・企業間交流の
ための出向支援３キャリア人材バンク２ セミナー事業（有料）4人材確保・再就職の

人材マッチング

マッチングマッチング

専門性の高い人材を雇いたい、
人材を確保したい

事業の整理・縮小を
検討している

能力・技術を有する
高齢者の雇用を検討

６５歳以降もまだまだ
働きたい

新規分野開拓のために
経験者を受け入れたい

他企業での就業経験により
従業員の能力・技術向上を

図りたい

●新入社員研修・フォローアップ研修
●リーダーシップスキルアップセミナー
●マネジメントスキルアップセミナー
●ハラスメントセミナー　など

マッチング

約24万人の実績
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宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

岩
沼
市
商
工
会
青
年
部
（
相
原

克
洋
部
長
・
部
員
数
十
七
名
）
で

は
、国
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

型
補
助
金
を
活
用
し
、
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
作
成
・
運
用

を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
及
び
実

地
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
小
企
業
診

断
士
の
三
浦
宗
昭
氏
を
お
招
き

し
、「
基
礎
編
」
と
「
実
践
編
」

に
分
け
て
二
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。「
基
礎
編
」
で
は
、
緊
急
事

態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
取
り
決
め

て
お
く
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
理
解
を
深
め
、

「
実
践
編
」
で
は
、
計
画
書
を
実

際
に
作
成
し
な
が
ら
講
義
を
受
講

し
ま
し
た
。

実
地
研
修
で
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
被
災
地
で
あ
る
兵
庫
県
淡

路
市
を
訪
問
。
北
淡
震
災
記
念
公

園
内
に
あ
る
野
島
断
層
保
存
館
で

は
、
震
災
遺
構
を
視
察
し
、
地
震

の
凄
ま
じ
さ
と
脅
威
を
確
認
し
た

他
、
語
り
部
の
方
よ
り
当
時
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
ご
講
義
頂
き
、

近
隣
や
取
引
先
、
従
業
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

情
報
伝
達
方
法
、
日
頃
の
備
え
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
運
用
を
各

事
業
所
に
て
開
始
し
て
お
り
、
従

業
員
が
安
心
感
を
持
ち
、
組
織
の

一
体
感
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
た

と
大
変
好
評
を
得
た
事
業
に
な
り

ま
し
た
。

BCP作成に向けて熱心に聴講する青年部員

宮
城
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
と
の

宮
城
県
青
年
経
済
人
交
流
会
を
実
施

～
絆
の
力
で
一
歩
前
進
～

【
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助
金
活
用
事
例
】

災
害
や
緊
急
事
態
に
対
応
し
た

事
業
継
続
計
画
作
成
事
業

岩
沼
市
商
工
会
青
年
部

去
る
二
月
二
十
八
日
、「
パ
レ

ス
へ
い
あ
ん
」
に
お
い
て
、
宮
城

県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
代

表
二
十
九
名
と
県
下
商
工
会
青
年

部
代
表
三
十
一
名
の
参
加
の
も
と

宮
城
県
青
年
経
済
人
交
流
懇
談
会

が
、
今
回
は
会
議
所
青
年
部
連
合

会
が
幹
事
と
な
り
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
懇
談
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る
両
青

年
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
青
年
部
の
更
な
る
発

展
と
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
企
業
経

営
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
毎
年
度
実
施
し

て
い
る
。

交
流
会
の
第
一
部
で
は
、
参
加

者
五
～
六
名
が
一
グ
ル
ー
プ
に
な

り
サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
の
数
で
設

定
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
基
づ
き

一
人
二
～
三
分
程
度
で
自
身
の
ス

ト
ー
リ
ー
や
思
い
等
に
つ
い
て
話

し
、
交
流
を
深
め
た
。

第
二
部
は
、
本
会
青
年
部
連
合

会 
加
藤
仁
志
相
談
役
か
ら
本
事

業
が
開
始
さ
れ
た
当
時
の
経
緯
等

が
語
ら
れ
た
後
、
乾
杯
の
発
声
で

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
両
組
織
の
事
業
活
動

の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
に
加
え
、
自
社
の
経
営
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
中
で
、

自
社
の
営
業
活
動
で
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
な
ど
が
参
加
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
語
ら
れ
、
本
交
流
会
を
通

し
、
両
組
織
の
絆
を
深
め
る
と
と

も
に
、
今
後
の
事
業
推
進
と
企
業

経
営
に
役
立
て
ら
れ
る
情
報
を
共

有
で
き
、
大
変
実
り
あ
る
交
流
会

と
な
っ
た
。

第１部サイコロトーク

宮城県内の商工会女性部は地元商工業の発展と
魅力ある地域づくりを目指して多彩な活動を展開
しています。女性部活動に参加して、女性の感性
を経営に活かし、ともに豊かなまちづくりに貢献
しましょう！
〈女性部への加入資格〉
商工会員である商工業者（法人の場合はその役
員）・その配偶者、または商工業者の親族で、会

員が経営する
事業に携わる
女性の方であ
れば、どなた
でもご加入で
きます。

年間を通して様々な研修やイベントに参加しています

お問い合わせはお近くの商工会まで！
皆様の参加をお持ちしております(^-^)

女性部員募集中！
女性部の仲間と地域づくりに
参加しませんか？


